
■ 執筆要領 ■

（提出方法と様式）
1 ．原稿は，原則として，和文もしくは英文とする．
2 ．原稿は指定フォーマットを使用し作成する．
3 ．図・表等は，別紙に作成する．
4 ．図・表・写真等は図1，表1，写真1等の番号をつけ，本文中に朱書で挿入希望位置を明示する．
5 ．原稿は，正版3部，副版2部，合計5部提出する．
6 ．原稿には，表紙（様式1）をつけ，必要事項を記載して提出する．
　表紙の記載事項：�希望する論文の種類（総説，原著，研究報告，実践報告，資料，その他＊），論文題（和文・英文），

投稿者名と所属，キーワード，欄外見出し，文字数，原稿ファイル名，別刷希望部数など．
7 ．論文題には，英文題をつける．
　　英文題記載要領：文頭および固有名詞のみ大文字にし，それ以外は小文字で書くこと．
　　　例．Smoking�cessation�and�COPD�mortality�among�Japanese�men�and�women:�the�JACC�study
8 ．キーワードは，和文で5個以内とする．
9 ．原著には300語以内の英文要約および400字以内の和文要約をつける．また総説，研究報告，実践報告，資料に

は400字以内の和文要約をつける．
10．原稿には，看護学部紀要投稿のための利益相反に関する申告書（様式2）をつけ，必要事項を記載して提出する．
11．原稿には，看護学部紀要投稿のためのチェックリスト（様式3）をつけ，必要事項を記載して提出する．
12．原稿には，看護学部紀要査読者希望申請書（様式4）をつけ，必要事項を記載して提出する（希望者のみ）．
13．英文で論文を投稿する場合は，ダブルスペースで作成する．また，ネイティブチェックの証明書を提出する．
＊投稿論文の種類の「その他」には委員会報告等を含む．

（本文の標記法）
1 ．章，節，等の数字は，Ⅰ，1，1），（1），①の順にする．
2 ．句読点は「，」「．」を用いる．

（文献記載要領）
　文献の記載方法は，アメリカ心理学会（APA）スタイルに従う．以下に，代表的な書き方を示すが，詳細は次の

文献を参照すること．
　　アメリカ心理学会（2011）．APA論文作成マニュアル第2版．203―208，医学書院
1．本文中の文献記載方法

1 ）他人の文献および自分が過去に発表した文献から直接引用したものは，一語一語正確に転記しなければならな
い．引用文がおおよそ和文120文字（3行程度）以内，または英文で40語未満であれば，和文では「　」，欧
文では“　”で引用文をくくり，その直後に引用文献を記す．

例．ケアリングは，「ケア提供者とケア受領者の相互作用により，両者が成長していく関係性である」（佐藤，
2015）と述べられている．

2 ）引用がこれを超える場合は，ブロック引用（本文から離して表示）し，「　」や“　”はつけない．まず引用
部分を改行し，左の余白から3文字分（英文5スペース）程度字下げする．ブロック引用の最後に，出典とペー
ジを括弧つきで示す．

例．これに対し，次のように述べる者もいる．
（インデント3文字）パニック障害の患者の中には，不安・抑うつ発作を起こす者がみられる．・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（佐藤，2015，P109）
3 ）著者が1人の場合は，著者の姓と発行年（西暦）を括弧でくくり，ふさわしい場所に挿入する．著者名が本文

の一部として用いられる場合は，姓の直後に発行年だけを括弧内に表記する．同姓の第一著者による文献が複
数含まれる場合は，発行年が異なっていても，和文では第一著者の姓名，欧文では「名のイニシャル.姓」を，
本文中の全ての引用に含める．



■ 執筆要領 ■

　　　　　　　例．佐藤（2015）は，「……」と定義している．
　　　　　　　佐藤太郎（2015）は，「……」と定義している．（佐藤が複数いる場合）
　　　　　　　Miller�(2012)�defined�the�concept�as�“..............”.
　　　　　　　A.�I.�Miller�(2012)�defined�the�concept�as�“..............”.（Millerが複数いる場合）

4 ）文献に2人の著者が存在する場合は，文献が出現するたびに，常に両方の著者名を表記する．著者が3 ～ 5人
の場合は，文献の初出時に全員の著者名を表記し，以降の引用では，第一著者の後に「他」または「et�al.」
をつける．共著者が6人以上いる場合は，第一著者の姓だけを引用したそのあとに「他」または「et�al.」をつ
ける．

　　　例．最初の引用
　　　　　　佐藤，山田，田中，吉田，木下（2015）は，「……」と述べている．
　　　　　　Miller,�Lombardi,�Coley,�and�White�(2012)�found�that�“.............................”
　　　　　次からの引用
　　　　　　佐藤他（2015）は，「……」と述べている．
　　　　　　A�previous�study�showed�that�“.......................”�(Miller�et�al.,�2012).
5 ）文章を要約，あるいは説明して引用する場合（間接引用）は，「　」や“　”は用いない．
　例．がん患者のセルフケアについては，……や，……が課題であることが知られている（佐藤，山田，田中，

2012，Burns�&Bassett,�2016）．
6 ）本文中に翻訳書籍を引用する場合は，原著者名，翻訳．翻訳本の発行年を記す．初版（原著）の発行年がわかっ

ている場合は，それを引用に含める．
　　　例．和文（Mahoney,�翻訳．2015），Mahoney（翻訳．2015）
　　　　　欧文（Abélard,�trans.�2016）
　　　　　原著の発行年がわかっている場合Abélard（2000/2016）

2 ．引用文献リストの記載方法
1 ）文献リストには引用文献のみ記載し、参考文献は記載しない．文献リストは，著者の姓のアルファベット順に

列記する．但し，同著者の文献は発行年順に記載する．同著者で発行年が同じ場合は，タイトルでアルファベッ
ト順に並べる（AとTheは除外する）．同著者で発行年が同じ文献がシリーズものである場合（Part�1，Part�2
など）は，タイトルのアルファベット順ではなく，シリーズ順に並べ，小文字のa，b，c…を括弧内の年号の
直後に置く．文献が2行以上に及ぶ場合，2行目を1文字下げる．

和文の場合
佐藤一郎（2014）．愛知県におけるうつの実態．愛知精神家族学会誌，1，66―69．
佐藤一郎（2014）．うつ患者の家族の体験．愛知精神家族学会誌，1，1―5．
佐藤一郎（2016a）．職場のメンタルヘルス：仕事とストレス対処能力．ストレス医学，12，108―111．
佐藤一郎（2016b）．職場のメンタルヘルス：「心の相談」事業からみたメンタルヘルス対策の現状と課題．

ストレス医学，13，1―5．
佐藤三郎（2011）．自己効力感の研究動向．愛知看護学会誌，9，88―92．

英文の場合
Miller,�A.�I.�（2014）.�Nursing�perception�of�cancer�pain.�Oncology�Nursing,�31,�26―33.�
Miller,�A.�I.�（2014）.�Prevalence�and�characteristics�of�pain.�Palliative�Care,�10,�11―14.
Miller,�A.� I.�（2016a）.�Neuropathic�pain� in�cancer�patients�（part�1）:�Pharmacological�management.�

Palliative�Nursing,�20,�218―222.
Miller,�A.�I.�（2016b）.�Neuropathic�pain�in�cancer�patients�（part�2）:�Non-pharmacological�management.�

Palliative
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2）著者名の書き方（一般的規則）
　著者名は姓が前になるようにし，著者が1人の場合は，和文は「姓名．」欧文は「姓，名のイニシャル．」と
する．著者が複数の場合は7人まで表記し，欧文では最後の著者の前に「＆」を使う．8人以上の場合は最初
の6人を記載したあとに，省略記号（．．．）を挿入し，最後の著者名を加える．

　　　　例．佐藤一郎，山田二郎，田中三郎，吉田四郎，木下五郎，上原六郎，．．．宮田末男．
　　　　　　Miller,�A.,�Lombardi,�B.,�Coley,�C.,�&�White,�D.
　　　　　　Miller,�A.,�Lombardi,�B.,�Coley,�C.,�White,�D.,�Mahoney,�E,�King,�F�...�Walter,�Z.

　　　編集された書籍の著者名の書き方については，「ⅳ）書籍，報告書等の非定期刊行物の引用」の項を参照する．
3 ）雑誌等の定期刊行物の引用

　和文雑誌の場合は，ローマ字および数字は半角文字を使用し，「―」「（　），「　」」も半角とする．「，」「．」
は全角とする．タイトルの最後にピリオドを打つ．英語論文のタイトルは，タイトルとサブタイトルの最初の
文字の語頭と，固有名詞の語頭のみを大文字にする．タイトルはイタリック体にしない．雑誌名は原則として
省略せず，イタリック体にする．雑誌が巻単位の通しページ番号でなく，号ごとにページ番号が振り直されて
いる場合は，巻数の直後に括弧でくくって号数を記載する．

　　一般的書式
和文：著者名．（発行年）．表題．雑誌名，巻（号），最初のページ―最後のページ．
欧文：著者名（原綴りのままAuthor, A. A.），第二著者名（同）．（発行年）．表題論文タイトル．
雑誌名，巻（号），最初のページ―最後のページ．

佐藤一郎，山田二郎，田中三郎．（2015）．うつ患者の家族の体験．愛知精神家族学会誌，1，1―5．
佐藤花子，鈴木空子，山田純子，．．．田中美穂．（2015）．専門看護師の役割．日本専門看護師学会誌，1（3），

10―20．
Schulz,�J.�B.,�Raschke,�D.,�Dedrick,�C.,�Johnson,�N.,�Dickson,�V.,�Taylor,�K.�J.,�
　…Walter�Z.�（2016）.�Effects�of�maternal�employment�on�children’s�development.�Child Health Care,�9,�

118―123.

4 ）書籍，報告書等の非定期刊行物の引用
　タイトルはイタリック体にする．欧文書籍のタイトルは，タイトルとサブタイトルの最初の文字の語頭と，
固有名詞の語頭のみを大文字にし，ピリオドで終える．ページを限定できる場合は，書籍名に続けてページを
記載する．

和文・欧文：著者名．（発行年）．書籍名（pp. 最初のページ―最後のページ）．出版地：出版社名．

佐藤花子，鈴木空子．（2015）．専門看護師の役割（pp.�15―25）．東京：看護師出版．
Schulz,�J.�B.,�Raschke,�D.,�Dedrick,�C.�（2016）.�Nursing in the United States�（pp.�108―115）.�New�York:�Wall�

Press.

編者がいる場合の引用
編者がいる場合は，著者名の位置に編者の名前を記す．和文では，最後の編者名の後に「（編）」と記す．欧
文では，最後の編者名の後に，編者が1人の場合は（Ed.），2人以上の場合は（Eds.）と記す．編者が大勢
の場合は，主な編者に続けて「他」「et�al.」としてもよい．
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山田純子，田中美穂（編）．日本の看護�（pp.�15―25）．東京：看護師出版．
P.�H.�Tolan,�&�B.�J.�Smith�（Eds.）,�Contemporary children�（pp.�108―134）.�New�York:�Wall�Press.

書籍の章などを引用する場合は，欧文では，章の著者の名前は「姓，名のイニシャル」とし，書籍の編者は「名
のイニシャル．姓」とする．和文では，いずれも姓名の順番とする．
引用する章などの表題はイタリック体にせず，書籍名をイタリック体にする．ページの引用は，書籍名の後に
する．

和文：著者名．（発行年）．表題．編者名（編），書籍名（pp. 最初のページ―最後のページ）．出版地：出版社名．
欧文： 著者名.（発行年）．表題．In 編者名（Ed.），書籍名（pp. 最初のページ―最後のページ）．出版地：

出版社名．

佐藤花子，鈴木空子．（2015）．専門看護師の役割．山田純子，田中美穂（編），日本の看護�（pp.�15―25）．東
京：看護師出版．

Berndt,�T.�J.,�&�Savin-Williams,�R.�C.�（2016）.�Peer�relations�and�friendships.�In�P.�H.�Tolan,�&�B.�J.�Smith�
（Eds.）,�Contemporary children�（pp.�108―134）.�New�York:�Wall�Press.

翻訳本の場合の引用
翻訳本を利用する場合は，翻訳版を引用文献リストに記載する．和文の場合は，日本語のタイトルを記し，そ
のあとに括弧つきで（翻訳者の名前，翻訳）と記す．欧文の場合は，(翻訳者名,�Trans.)とする．

和文： 著者名（原綴りのまま）．（翻訳の発行年）．（翻訳者名，翻訳）．タイトル（pp. 最初のページ―最後のペー
ジ）．出版地：出版社．

欧文： 著者名（原綴りのまま）．（翻訳の発行年）．（翻訳者名, Trans.）．タイトル（pp. 最初のページ―最後のペー
ジ）．出版地：出版社．

Haybron,�D.�M.�（2015）.（佐藤花子，翻訳）．アメリカの専門看護師（pp.�15―25）．東京：看護師出版．
Abélard,�U.�A.�&�Ampère�C.�D.�（J.�G.�Kohler,�&�A.�R.�Brown,�Trans.）．Handbook of clinical research and 

practice�（pp.�200―210）.�Oxford:�Wiley.

5）オンラインジャーナル文献の引用
　インターネット上の文献については，オンラインジャーナル，公的機関のホームページ等，信頼できるサイ
トであることを確認して使用する．個人のホームページについては，原則として使用を認めない．
　Digital�Object�Identifier（DOI）がついている文献は，それを記述する．DOIがない場合は，URLを記入す
る．DOIは，インターネット上の文書に恒久的に与えられる識別子である．

DOIのある学術論文の引用
著者名.（発行年）．表題．雑誌名，巻（号），最初のページ―最後のページ．doi:�XX.XXXXXXXXXX

佐 藤 一 郎．（2015）． う つ 患 者 の 家 族 の 体 験．愛 知 精 神 家 族 学 会 誌，1，1―5．doi:�10:�1000/psycho.
aaaa.1000000

Kim,�M.�S.,�Lee,�S.� J.,�Kim,�T.�U.�（2016）.�The� influence�of� laterality�of�pharyngeal�bolus�passage�on�
Dysphagia�in�hemiplegic�stroke�patients.�Annals of rehabilitation medicine.�36（5）,�696―701.�doi:�10.�5535/
arm.2012.36.5.696
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DOIのない学術論文の引用
和文：著者名.（発行年）．表題．雑誌名，巻（号），最初のページ―最後のページ．ページのURL

（検索日は記入しなくてよい．最後にピリオドを打つかどうかは，URLの綴りに従う）
欧文： 著者名.（発行年）．表題．雑誌名，巻（号），最初のページ―最後のページ．Retrieved fromページの

URL

佐藤一郎．（2015）．うつ患者の家族の体験．愛知精神家族学会誌，1，1―5．http://ojs.lib.swin.edu.jp/index.
ppp

Kim,�M.�S.,�Lee,�S.� J.,�Kim,�T.�U.�（2016）.�The� influence�of� laterality�of�pharyngeal�bolus�passage�on�
Dysphagia�in�hemiplegic�stroke�patients.�Annals of rehabilitation medicine.�36（5）,�696―701.�Retreaved�
from�http://anl.reh.med.us5535/arm.2016

公的機関等のホームページの引用（政府の報告書の場合）
和文：発行機関名.（発行年）．表題．ページのURL
欧文：発行機関名.（発行年）．表題．Retrieved from ページのURL

厚生労働省，保健統計課保健統計室．（2016）．平成26年患者調査．
　http://wwwdbtk.mhlw.go.jp/toukei/date/150/2002/toukeihyou/0004441/t0092030.html
U.� S.�Department� of�Health� and�Human�Services.�（2016）.�Managing� asthma:�A�guide� for� schools.�

Retrieved�from�http://nhlbi.nih.gov/health/prof/asthma/pdf.

6 ）上記にかかわらず，EndNote，GetARef等の文献管理ソフトを使用する場合は，そのソフトにおけるAPA最新
版を使用する．ただし，和文に＆などの欧文が表示される場合は，削除する．
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